
千葉県における男女共同参画の状況　　Ⅳ　労働

資料出所：総務省「国勢調査」（各年10月1日現在）

※15歳以上人口に占める労働力人口の割合（分母から労働力状態「不詳」の数を除いて算出している。）

１　労働力率　

（１）男女別労働力率の推移

　女性は30代で有業率が下がり，いわゆる「Ｍ字カーブ＊」を描いています。一方，女性の就業
希望率は30歳代から40歳代前半で高くなっています。
　男性は20歳代後半から50歳代までほぼ変わりません。

図表３３　年齢階級別男女別有業率及び就業希望率（千葉県）

資料出所：総務省「平成29年就業構造基本調査」（平成29年10月1日現在）

＊ 日本の女性労働力人口比率を年齢階級別にグラフ化したとき，30歳代を谷とし，20歳代後半と40歳代後半が
　　山になり，アルファベットのMのような形になる。

図表３４　年齢５歳階級別労働力率
＊

の推移（千葉県　女性）

※労働力人口：満15歳以上の人口のうち，労働の意思と能力をもつ者の人口。就業者(休業者も含む。）と完全失業者
　　　　　　（仕事についておらず，仕事があればすぐつくことができ，仕事を探す活動をしていた者）の合計
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千葉県における男女共同参画の状況　　Ⅳ　労働

（２）雇用者数の推移

　女性の雇用者数は，年々増加しています。
　また，雇用者総数に占める女性の割合も，年々増加しています。

図表３６　雇用者数の推移（千葉県）

資料出所：総務省「国勢調査」（各年10月1日現在）

図表３５　労働力率の推移（千葉県）

資料出所：総務省「就業構造基本調査」（各年10月1日現在）
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千葉県における男女共同参画の状況　　Ⅳ　労働

　 ＊1 　　　　　＊2

（３）　共働き世帯数

　平成９年以降，共働き世帯数は夫のみ就業世帯数を上回り，その後も徐々に増加しています。

資料出所：総務省「就業構造基本調査」（各年10月1日現在）

図表３７　共働き等世帯数の推移（全国）

資料出所：総務省「労働力調査」（各年平均）

２　労働者の状況

（１）女性の有業率，無業率

　女性の有業率（15歳以上人口に占める有業者の割合）は，平成24年度と比べて千葉県，全国と
もに上昇しています。
　また，平成24年は無業率が有業率を若干上回っていましたが，平成29年は全国で有業率が無業
率を上回り，千葉県は有業率と無業率が同率となっています。

図表３８　女性１５歳以上人口の就業状況　（千葉県・全国）

＊1 有業者：ふだん収入を得ることを目的として仕事をしており，調査日以降もしていくことになっている者，
　　　　　  及び仕事は持っているが，現在は休んでいる者。なお，家族従業者は，収入を得ていなくても，
　　　　 　 ふだんの状態として仕事をしていれば有業者としている。
＊2 無業者：ふだん収入を得ることを目的として仕事をしていない者，すなわち，ふだん全く仕事をしていない
　　　　  　者及び時々臨時的にしか仕事をしていない者。
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千葉県における男女共同参画の状況　　Ⅳ　労働

　男性については，50歳代までは正規の職員・従業員が圧倒的に多く，女性との雇用形態の
違いが明らかです。

資料出所：総務省「平成29年就業構造基本調査」（平成29年10月1日現在）

資料出所：総務省「平成29年就業構造基本調査」（平成29年10月1日現在）

（２）雇用形態別女性雇用者数

　女性の雇用形態としては，30歳代の前半までは正規の職員・従業員が多くなっていますが，
30歳代後半からは非正規の職員・従業員が正規の職員・従業員を上回っています。

図表３９　年齢階級別・雇用形態別雇用者数（千葉県　女性）

（３）雇用形態別男性雇用者数

図表４０　年齢階級別・雇用形態別雇用者数（千葉県　男性）
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千葉県における男女共同参画の状況　　Ⅳ　労働

　

女　性 割　合 男　性 割　合 計 女　性 割　合 男　性 割　合 計

自営業主 46,686 4.1 165,695 10.1 212,381 47,895 4.1 157,557 9.9 205,452

役員 29,200 2.6 117,404 7.1 146,604 28,478 2.4 105,098 6.6 133,576

家族従業者 68,232 6.0 19,691 1.2 87,923 57,927 4.9 17,152 1.1 75,079

雇用者 997,067 87.1 1,342,831 81.6 2,339,898 1,042,976 88.4 1,312,265 82.4 2,355,241

家庭内職者 3,433 0.3 401 0.0 3,834 2,521 0.2 374 0.0 2,895

就業者計＊ 1,144,618 100.0 1,646,022 100.0 2,790,640 1,179,797 100 1,592,446 100.0 2,772,243

４　労働条件

（１）賃金

※給与の指数は，男性一般労働者の１時間あたり平均所定額を100として，各区分の１時間あたりの平均所定内
　 給与額の水準を算出したもの。

　パートタイム（短時間）労働者を除く女性一般労働者の所定内給与額は，男性の約８割を
下回っており依然低い状況です。
　また，パートタイム（短時間）労働者間においても男性と比べて，女性の方が低くなって
います。

図表４２　男女労働者の１時間あたり平均所定内給与額格差（千葉県）

資料出所：総務省「国勢調査」（各年10月1日現在）
＊従業上の地位「不詳」を除く。

資料出所：厚生労働省「賃金構造基本統計調査」

（４）　女性の従業上の地位

　｢国勢調査｣によると，千葉県内の女性の就業者の就業上の地位は男性に比べて自営業主，
役員が少なく，家族従業者，雇用者が多くなっています。

図表４１　従業上の地位別･男女別就業者数の推移　（千葉県） （単位：人，％）
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千葉県における男女共同参画の状況　　Ⅳ　労働

平均年齢 平均年齢

37.2 40.2 67.6

37.6 40.7 70.6

39.1 41.4 70.3

39.4 41.9 67.6

39.0 41.4 68.1

41.0 41.6 70.8

40.3 41.7 72.3

39.9 42.1 74.5

40.6 42.2 73.5

40.4 42.3 74.5

41.1 43.0 77.2

41.6 42.8 74.2

41.3 43.6 75.9

40.7 40.7 76.9

※賃金の男女間格差は，男性を100とした場合の女性の割合。

資料出所：厚生労働省「賃金構造基本統計調査」

 資料出所：千葉県雇用労働課「出産・子育て期における男女労働実態フォロー調査（中間）」（平成20年3月）
千葉県雇用労働課「出産・子育て期における男女労働実態フォロー調査（最終）」（平成22年3月）
千葉県雇用労働課「ワーク・ライフ・バランス取組状況調査」（平成24年3月）
千葉県雇用労働課「ワーク・ライフ・バランス取組状況調査」（平成26年1月）
千葉県雇用労働課「ワーク・ライフ・バランス取組状況調査」（平成28年1月）
千葉県雇用労働課「ワーク・ライフ・バランス取組状況調査」（平成30年1月）

図表４５　男女別育児休業取得率（全国）

H23* H24 H25 H26 H27 H28 H29

女性 [87.8%] 83.6% 83.0% 86.6% 81.5% 81.8% 83.2%

男性 [2.63%] 1.89% 2.03% 2.30% 2.65% 3.16% 5.14%

※平成23年度の[　]内比率は，岩手県，宮城県及び福島県を除く全国の結果。

資料出所：厚生労働省「雇用均等基本調査」

出産した者に占める割合

配偶者が出産した者に占める割合

図表４３　男女雇用者の給与額の推移と賃金格差の推移（千葉県）

女性 男性 賃金の男女

間格差＊

所定内給与額（千円） 所定内給与額（千円）

平成11年

平成13年

平成17年

平成19年

平成21年

平成23年

平成24年

平成25年

平成26年

平成27年

平成28年

平成29年

240.7 323.2

248.9 322.3

241.5 324.3

女
　
　
性

平成20年3月 99.5% 624人 621人
平成22年3月

本人または配偶者が出産した
従業員の育児休業取得率

平成15年

323.9

232.2 340.9

239.2 353.9

229.5 339.7

243.6

241.2 343.3

345.0

229.4

333.1

（２）育児休業制度の状況

　県の調査によると，事業所において育児休業を取得する従業員は，近年、女性は90％を超える
取得率ですが、男性はまだ少ない状況です。

図表４４　調査対象事業所における育児休業の取得状況（千葉県）

育児休業取得率
本人または配偶者が
出産した従業員数

そのうち育児休業を
取得した従業員数

235.3 320.2

245.2 322.9

260.4 338.7

247.3

平成28年1月 90.0% 1,328人 1,195人
平成30年1月 98.0% 1,690人 1,657人

88.2% 677人 597人
平成24年3月 93.9% 1,239人 1,164人
平成26年1月 92.0% 1,623人 1,493人

平成28年1月 5.2% 1,768人 92人
平成30年1月 8.2% 1,730人 141人

男
　
　
性

1.7% 1,021人 17人
1,155人 25人

平成24年3月 3.8% 2,240人 85人

平成20年3月
平成22年3月

平成22年 237.1 328.0

2.2%

平成26年1月 3.8% 2,555人 98人
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千葉県における男女共同参画の状況　　Ⅳ　労働

図表４６　県職員における男性の育児休業取得率(千葉県（知事部局）)

５　各世代での望ましい働き方

図表４７　「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」優先度（千葉県）

資料出所：千葉県報道広報課「第４５回県政に関する世論調査」（平成24年度）

　生活の中の「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」の優先度について聞いたところ，現実と
として＜「仕事」を優先＞（29.4％）が約３割，理想として＜「仕事」と「家庭生活」と「地域・
個人の生活」すべて＞（27.4％）が約３割となっています。

資料出所：千葉県総務課

（１）仕事と生活の調和の理想と現実
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千葉県における男女共同参画の状況　　Ⅳ　労働

（２）仕事を持っていない理由

図表４８　家庭の事情での退職の具体的な理由（千葉県）

資料出所：千葉県雇用労働課「ワーク・ライフ・バランス県民意識調査」（平成22年3月）

６　ワーク・ライフ・バランスの実現(働き方の見直し）

（１）　ワーク・ライフ・バランスの推進に必要な環境整備

図表４９　仕事と家庭生活の両立のために必要な環境整備（千葉県）　　　　　　　

資料出所：千葉県男女共同参画課「男女共同参画社会の実現に向けての県民意識調査」（平成26年10月）

　「ワーク・ライフ・バランス県民意識調査」（平成22年3月）によれば，家庭の事情で退職し
た者の具体的な退職理由を見ると，「家事や育児・介護などに専念したかったから」が44.4％と
最も高く，次いで「仕事と家事や育児を両立させるのが難しかったから｣（25.0％)となって
います。

　県民意識調査によると，男女が仕事と家庭を両立していくために必要な環境整備については，
「保育所等の整備・充実」や「管理職の意識、代替要員の確保など，制度を利用しやすい職場
環境を整備すること」が最も多く望まれています。
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千葉県における男女共同参画の状況　　Ⅳ　労働

図表５０　有給休暇、育児・介護休業の取りやすさ（千葉県）　　　　　　　

【男性職員】

【女性職員】

資料出所：千葉県男女共同参画課「男女共同参画社会の実現に向けての県民意識調査」（平成26年10月）

　職場における休暇の取りやすさについては，男女とも「有給休暇」が一番高く，
「育児休業」に関しては男女にかなり違いがあります。
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千葉県における男女共同参画の状況　　Ⅳ　労働

（２）　ワーク・ライフ・バランスと少子高齢化

図表５１　出生率低下の原因

資料出所：千葉県男女共同参画課「男女共同参画社会の実現に向けての県民意識調査」（平成26年10月）

　県の調査において，出生率が低下している原因を尋ねた結果については以下のとおりです。
社会制度や子育て支援が不十分であると感じている人が多く，どちらも５割を上回っています。
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千葉県における男女共同参画の状況　　Ⅳ　労働

７　自営業者，家族従業者，起業家等に対する支援

（１）　家族経営協定締結数の推移

図表５２　家族経営協定締結数の推移（千葉県・全国）　

※平成30年の千葉県の家族経営協定締結数の内訳：農業1,897、漁業2
資料出所：千葉県担い手支援課（各年3月31日現在）

資料出所：農林水産省「家族経営協定に関する実態調査」（各年3月31日現在）

　千葉県の家族経営協定＊締結数は，年々増加しています。

＊家族で取り組む農業・漁業経営において，家族の話し合いに基づき経営方針や役割分担，就業条件，就業環境
（労働時間，報酬等）などについて取り決めたもの
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千葉県における男女共同参画の状況　　Ⅳ　労働

（２）　経営者数及び女性起業数

図表５３　男女別農業経営者数（千葉県・全国）

　（単位：人）

千葉県

全国

図表５４　農林漁業関連起業活動において女性が主たる経営を担っている経営体数の推移（千葉県）

資料出所：千葉県担い手支援課（各年3月31日現在）

資料出所：農林水産省「2015年農林業センサス」（平成27年2月1日現在）
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　「2015年農林業センサス」によると，千葉県の農業経営者に占める女性の割合は6.5％（全国
6.7％）となっています。
　また，担い手支援課の調査によると，地域産物を利用した加工品づくりや直売所での販売，農
家レストラン経営などの農林漁業関連起業活動で，女性が主たる経営を担っている経営体数は，
高齢化等により減少傾向にあります。その一方で，６次産業化の推進により，経営の多角化を目
指す動きがあります。
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千葉県における男女共同参画の状況　　Ⅳ　労働

８　女性の起業に関する考え方

図表５５　女性の起業に関する考え方（千葉県）

資料出所：千葉県男女共同参画課｢男女共同参画社会の実現に向けての県民意識調査（平成26年10月）

　女性の起業についての考え方を聞いたところ，最も『そう思う※1』とした回答した割合が高かったのは
「女性の潜在労働力を活かすことができ，雇用の拡大や社会の活力に資する」で，女性(60.6％)，男性

(69.1％)で，特に男性で『そう思う※1』とした回答した割合が高くなっています。

　女性では，「男性に比べて女性は起業しにくい環境がある」についても『そう思う※1』(60.6％)，『そう

思う※1』と回答した割合は男性(54.5％)に比べ6.1 ポイント高くなっています。

　一方，最も『そう思わない※2』という回答の割合が高かったのは，「時間を有効に使うことができ，子育

て等家庭との両立が図りやすい」で，男女双方とも『そう思う※1』(女性27.6%，男性23.9%)より，『そう思

わない※2』(女性47.5%，男性58.6%)と回答した割合が高くなっています。

※1　ここでいう「そう思う」は，「どちらかといえばそう思う」を含む。
※2　ここでいう「そう思わない」は，「どちらかといえばそう思わない」を含む。
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